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§1.緒 言

乳酸菌の人腸管内に於ける作用については既 に述

べたが,と こで は乳酸菌が腸管 内で ビタ ミンB1の

合成能を有す ること1)及びアノイ リナーゼと関係を

有すること2) 3)に 立脚 して ヤ クル ト飲用によつて腸

内の ビタ ミン供 給が如何に変化するかを抗結核 化学

療法剤治療を受けてい る患者及び健康成人について

検討すべ く本実験を始 めた.

§2.実 験対象並びに試 料採取法

第一群 として長期抗結核化学療法により加療中の

結核患者にヤ クル トを1日1本 宛(検 査施行中特に

1日3本 投与 した例 もある)連 日飲用せ しめた もの.

第二群には長期抗結核 化学療法による加療中の肺

結核患者でヤ クル トの飲用 しない もの.

第三 群に一般健康成人にてヤ クル ト1日1本 連日

飲用者 の三群について各々尿中 ビタ ミンB1量 の定

量を行 うことに した.

上記三者の試料即 ち採 尿方法は早朝尿を選び,ビ

タ ミンB1の 検出はポーラログラフイーを用い るこ

とに した4).

§3. VB1検 出 方 法

ポー ラログラフイーによ るビタ ミンB1検 出法は

過去多 くの業績が報告 され て い るが5) 6),著 者 らは

ビタ ミンB1は アルカ リ性溶媒にて チアゾール環が

開いて-SH型 に変化す るの で, -SH型VB1の

還 元 波を 観察 す れ ばVB1の 定 量 が 可能 で あ る と こ

うか ら今回 この方 法 で行 つ た.即 ち 〔1.0ml 10-3M

 Hexamine cobalbic chloride〕 〔CO(NH3)6 Cl3〕+

(1.0ml 0.1M NH4OH〕+(1.0m1 0.1 M NH4Cl)+

〔1.0ml試 料〕 と し感 度1/50で 行 つ た.測 定 す る

に先 だ ち被 検 尿 に10-2M VB1 0.05ccを 加 えVB1

に よ るポ ー ラ ログ ラ フイ ーの 変 化を 確 め定 量 の 一助

と した(図1).

な お 尿 中 のGysteine, Cyetine並 び に-SH関 係

蛋 白尿 の有 無 は ペ ーパ ー クロマ トグ ラ フイ ー にて 検

討 した.又 標 準 曲線 よ りVBl量 は1.2×10-6Mで

波 高11単 位 で あ る.

§4.実 験成 績 及 び 考按

尿 中VBl量 と血 中VB1量 と の 関 係 は健 康成 人

に於 い て武 田 製 薬KKの ビタ ミンB1 5mgを 静

注 して 注 射 憩 及 び 静 注 後1時 間 尿 を夫 々採 集 して

VB1量 の測定 を 行 つ て並 行 して い る こと を 知 つ た

ので 尿 中 ビタ ミンB1量 を測定 して,ヤ クル ト飲 用

に よ る身 体 内 ビタ ミンB1の 消 長 と考 え た(表3及

び 図2).

著 者 らの実 験 成 績 につ い て み る と,第 一 群 及び 第

二群 で 尿 中 ビタ ミンB1量 は ポ ー ラログ ラフ イー で

第 二 群 が一見VB1波 が高 い 値 を示 してい るが ペ ー

パ ー クロマ トグ ラ フ イーで-SHア ミノ酸 及 び-SH

蛋 白 が検 出 されて い る例が 第 二群 に多 い ので 実 際 の

VB1波 そ の も の の値 は表2の 値以 下 を示 す の で両

群 のVB1波 の 値 には 大 差 ない と思 う,第 一群 及 び
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図1　 Vit. B1添 加 測 定 効 果

表1　 抗結核化学療養中の肺結核患者(市 販 ヤクル ト飲用群)

摘要
ポーラロ値×印は測定不可能

太枠 内検査成積:ヤ クル ト3倍 量/日飲用例
ク ロ マ ト欄

ペーパ ー ク ロ マ トグ ラ フ イーで 展 開
-SH蛋 白 及-SHア ミノ酸 で検 出(+)

〃 〃 不 検 出(-)

第三 群でポーラログラフイーでは殆ん どその差がみ

られないが ペーパ ークロマ トグラフイーで-SH関

係蛋白の検出 されている例が第一群で多いので実際

のVB1波 は 第三 群 の方 が 高 い と思 う.

表1でNo. 2, No. 3, No. 4, No. 6, No. 7, No. 9

の如 くVB1定 量 に 非 常 に困 難 な還 元 波 を示 すが,
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この原因 についてSladek7)は 肝 臓抽出液や赤血球

の加水分解をCyetine波 を示 す 物質 に加え ると波

が抑制され ると報告 している.こ のよ うに還元波の

抑制が出現す ることは抗結核 花学療法剤 として主 と

して用い られてい るス トレプ トマイシン,イ ソニコ

チン酸 ヒドラチ ッド及びパ ラア ミノ安息香酸が肝臓

機能を変化せ しめて影響 してい るので はないかと思

われ る.

このようなVB1測 定 の困難な患者 に3倍 量(1

日3本)の ヤ クル トを朝,昼 及び タ食後 に分けて飲

用せ しめ るとVB1の 接触還元波が明瞭に認め られ

るよ うにな り何 ら阻害す るものがな くな りVB1量

の著 明な増大が認め られ る(表1太 線枠内).こ の

事実についではヤ クル ト3本 量が直接VB1量 を高

めた ものか肝臓機能を変化せ しめて 二 次 的 にVB1

の測定 に影響 して来 たものかは明 らかではない.

§5.結 論

ヤ クル トを抗結核 化学療養中の患者及び健康成人

表2　 抗結核化学療中の肺結核患 者

図2　 健 康 成 人Vit. B1注 射 効 果

図3　 ヤ ク ル ト3本/日 飲 用 効 果I
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図4　 ヤ クル ト3本/日 飲 用効 果II

表3　 健 康 成 人(市 販ヤクル ト飲 用群)

に連 日1本 宛飲用せ しめて尿中 ビタ ミンB1含 量を

ポーラログラフイーにて定量 し,ペ ーパー クロマ ト

グラフイーによつて検索考按 して次の結論を得た.

(1)ヤ クル ト連 日1本 宛の飲用で抗結核化学療養

患 者と健 康成人 とで は尿中 ビタ ミンB1含 量に僅か

な差で はあ るが健康人に多い.

(2)ヤ クル ト連 日1本 宛の飲用では抗結核化学療

養患者た於いては著変を認めないが, 3倍 量(1日

3本)の ヤ クル トを飲 用せ しめるとポーラログラフ

イー値の著明な増大及び結核化学療養患者尿に認 め

られるポーラログラフイーで測定 を困難 ならしめた

阻害因子が全 く認められな くな り身 体 内 ビタ ミン

B1代 謝に著効を有す る.

稿を終 るに臨み終始 御示唆を賜つた 日本大学歯学

部生理学教授栖原六郎博士及び講師高下弘夫博士に

感謝の意を表 します.
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In order to determine the fluctuation of vitamin Bt in the urine after drinking "Yakult", 

cow's milk fermented by some sort of "Family Lactbacillaceae", the authors made normal 
adults and patients with lung tuberculosis drink one bottle (60 cc) a day of Yakult succes
sively, and estimated their content of vitamin B1 in their urine polarographically and with 

paper chromatography. Results are as follows.
1. In the case of one bottle (60cc) of Yakult successively, there occurs a little incre

ment of vitamin BI content in their urine of normal adults comparing with tuberculous 

patients receiving chemotherapy.
2. In the case of taking one bottle of Yakult, no marked effect can be recognized in 

their urine of tuberculous patients receiving chemotherapy. However, when three bottles 

(180cc) of Yakult are given every day, marked increase of vitamin Bi can be observed even 
in their urine of the patients, and also impeding factor in polarographical estimation disap

pears, proving that Yakult is considerably effective in improving vitamin BI metabolism.


